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私の思い 　２０２１年も、あと少しで終わろうとしています。私にとってもこの一年は激動の年で、忘れることので
きない年になりました。同僚同期の田中聡議員が４月に亡くなり、村山市政３期１２年が終わり、そして

いよいよ新市長が誕生し、新たな上越市の市政運営が始まりました。 市長が変わっても、
私のやることは変わりません。今後も地域の皆様と共に考え、連携し、信念をもち、
地域を盛り上げていきたいと思います。今後とも宜しくお願いいたします。
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令和3年11月7日

コロナ禍の中、県内者限定100人で、
2年ぶりの開催、24㎞完走

★越後謙信きき酒マラソン2021 参加
令和３年11月8日

★上越三市議会議員合同研修会
令和3年11月12日

★保倉川放水路議員連盟・視察

★議会報告会・意見交換会、開催

★秋の「あいさつ運動」実施

令和3年10月24日

2年ぶりの開催で、手作りの
文化祭は地域の魅力いっぱい

★浦川原「手作りの小さな文化祭」
令和3年10月29日

★浦川原運動広場「さようなら」
令和3年11月6日 浦川原会場

令和3年7月15日

今年度は「清里中学校」生徒の皆さんが
議員となり議会を体験 

★中学生・模擬議会を開催
令和3年10月10日

★安塚「秋の灯ろうまつり」
令和3年10月15日

雪だるま物産館「ユキノハコ」に
灯ろうを飾り盛り上げている 

浦川原小中学校と青少年育成会と
地域の「オール浦川原」で実施

令和3年

秋号
（11月）

★１２年ぶりに新しい市長が決まり動き出す！
　令和３年１０月３１日に「上越市長選挙」並びに「上越市議会議員補欠選挙」が行われました。
選挙当日は「衆議院選挙」も重なるトリプル選挙となり、投票率は６６．０９％（前回＋１．７５）で、市民の
皆さんの関心も少し上がりました。そして投開票の結果、新市長に「中川幹太」氏、上越市議会議員に
「木南和也」氏が当選されました。 
 １１月９日より新市長による新たな市政がスタートしました。今後も上越市議会議員として、新たな気
持ちで新市長に向き合い、上越市発展のために取り組んでいきます。 
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写真は私の地元・浦川原区「月影の郷」。今年も秋が深まり、外で最後のサッカー練習。冬が近づいてきました。写真は私の地元・浦川原区「月影の郷」。今年も秋が深まり、外で最後のサッカー練習。冬が近づいてきました。

★上越市議会「会派再編」 ※11月13日より

石田裕一が議員としてどのような仕事をしているのかを知っていただき、
市政に関心を持っていただきたいと思っています。

今年度で廃止、最後の練習で感謝
「さよならナイター＆ありがとう」

(11/6)浦川原、(11/8)大潟、(11/9)中郷、
(11/10)名立の４会場で開催 

保倉川放水路の概略ルートを、
早期促進を求めて初の現地視察

私の所属する会派「みらい」は１名減の７名になりました。 
1名欠員だった議員は補欠選挙で補充されて３２名となり、新たな会派構成で、上越市議会も動きだします。
これから新市長の市政に１２月定例会から向き合っていきます。 

◆新しい【会派構成】
　● 「みらい」（７名）

　● 新「政新クラブ」（７名）

　● 新「久比岐野」（６名）

　● 「創風」（５名）
　●「日本共産党議員団」（３名）
　● 「公明党」（２名）
　● 「無所属」（２名）
　※「輝」、「市民クラブ」は解散

石田裕一、宮川大樹、本山正人、波多野一夫、高橋浩輔 
高山ゆう子、中土井かおる 
栗田英明、牧田正樹、丸山章、鈴木めぐみ、こんどう彰治
滝沢一成、小林和孝 
橋本洋一、渡邉隆、安田佳世、江口修一、ストラットン恵美子 
木南和也（新人） 
武藤正信、池田尚江、宮﨑朋子、小山よう子、大島洋一
橋爪法一、上野公悦、平良木哲也
山田忠晴、杉田勝典 
宮越馨、飯塚義隆  

糸魚川市議会担当でzoom研修 
「えちごトキめき鉄道（株）」鳥塚社長から学ぶ



◆3期12年・村山市長退任、お疲れ様でした。（11月8日退任）

●「通年議会～その意義と課題について」 〔令和3年8月20日〕
　講師：北川正恭 氏 （早稲田大学マニュフェスト研究所顧問）

★【議員勉強会】を定期的に開催

★会派「みらい」勉強会開催（産業観光交流部）（令和3年7月16日）

★会派「みらい」視察 【城下町高田の魅力を探る】（令和3年7月26日）

令和３年９月定例会は村山市長最後の議会となりました。 
令和２年度一般会計歳入歳出決算では新型コロナウイルス感染症対策や豪
雪災害対策で１３回の補正を行い対応してきました。
2011年東日本大震災や長野県北部地震、2012板
倉区 国川地滑りなど災害と向き合ってきました。
「すこやかなまち」を基本に 市民の安全と安心を守る
ため、災害対策と行財政改革は信念をもって取り組
んできました。これまでのご活躍に敬意を表します。 

今回は「産業観光交流部」の小田部長をはじめ担当課長
より講師になっていただき、勉強会を開催。

昨年の新型コロナウイルスの発生から、上越市でもイベント等が中止に、経済及び観光は大きな打撃を
受けた。当市の産業と観光施策は大変重要であり、今後魅力あるものにすることで、雇用創出を産み、交
流も進み、人口減少を抑えることにもつながる。これからの観光のあり方に期待する。 

①「上越市の観光振興について」
②「上越市観光交流ビジョンと取組みについて」
③「第三セクター等の方向性について」

城下町高田の中心市街地でも人口減少や高齢化が進み、町屋が空き家となり、地域の維持存続が大きな
課題となっている。しかしその反面、この町屋に惚れて、新たな命を吹き込み、生まれ変わり、また少しずつ賑
わいをもたらしている高田城下町の現状を見てきた。

当日はオンラインで繋ぎ、北川さんからお話を聞いた。これまでも上越市議会では「通年
議会」導入にむけて検討してきたが断念。 今回再度検討に入っている。市民のためにどう
議会運営をしていくか が重要なポイントである。北川さんの言葉「議会内改革から市民
のための改革へ」「地方議会から発想の転換」「主体的な議会の確立」 

町屋をリノベーションし事務所、シェアキッチン、カフェなどの複
合施設を開設。代表の打田さん（北海道出身）は東京で建築設計
の仕事をされていて、こちらに ご家族で移住。自分の力で成し遂
げた思いを感じた。 

9月定例会・最後の議会

●「脱東京一極集中！地方の元気を創る」 〔令和3年10月21日〕
　講師：佐々木信夫 氏 （中央大学名誉教授）

「もっと地方議員もがんばれ」と、激励をいただいた。佐々木さんは、日本は今、過密の進
む東京国と過疎の進む地方国 の２つの国に分断していて、これは極めて不幸な状況であ
ると言う。 これからは「中央主権」から「地方主権」が重要で、今後上越市が、１４市町村合
併後さらに、その存在感を高めていくかが課題である。 

●「これからの行政改革の考え方について」 〔令和3年11月11日〕
　講師：上山信一 氏 （慶応義塾大学総合政策学部教授）

上越市はこれから「どういう市になりたいのか」と、しっかりとしたビジョンをもつことが必
要だと言う。これまでも市では行財政改革を 進め、これからも進める必要がある。今後は
さらに資産を見直し、どう 活かして行くか知恵も絞る必要がある。スマートシティ化の話
も聞けて、 行政サービスをスマフォ手続き、アプリでの行政情報発信も重要になる。 

11月8日上越市役所退所

◆9月定例会 《村山市長に最後に問う》

９月定例会

●令和３年９月定例会（議会だより“かけはし”No.212）一般質問
（質）村山市政１２年「財政健全化」の取組の評価と総括について
（答）歳出削減、事務事業の見直し、市有財産の売却等を実施、国の交付税算定方法の
　　見直しと要望、財政調整基金の確保で一定の財政基盤を確立した。
（質）公の施設におけるインターネット環境の整備状況と今後について 
（答）来訪者にむけて平成２７～３０年度に“うみがたり”など３９施設で
　　無料Ｗｉ-Ｆｉを設置してきた。今後もニーズを把握していく。 

テーマ

◆合同会社ニトデザイン＆リビルド 「兎に角（とにかく）」（仲町4丁目）

長野県須坂市に本社を持つ運送会社で、日本海側の交通の要
所を探していた輿石会長が、高田の雁木町屋に惚れて町屋をリ
ノベーションして営業所を開設。歴史ある街並みの保存・継承に
ご尽力いただいている。

◆「株式会社アクセル物流サービス」上越営業所 （仲町5丁目）

明治から続く老舗の呉服店、伝統的な町屋を守り、すっきりとし
て美しい建物である。店主の小川さんは170年続く家屋（着物
屋）を守り、高田の雁木町屋を愛し、その歴史・文化を守る活動を
されている。 

◆「きものの小川 」 （本町7丁目）

国登録有形文化財の町屋を改装した「高田瞽女文化」の発信基
地。「高田瞽女」は各地を門付けして歩く「盲目 の女旅芸人」で、
これは我々郷土の歴史資産ある。今後もこの伝統、互助の精神
の歴史文化を共有したい。 

◆「瞽女ミュージアム高田」 （東本町1丁目）

町屋を改装したＩＴ企業の地方オフィスで、地域との交流も行って
いる。佐藤社長は妙高市出身で上越市にもゆかりがあり「町屋×
ＩＴ企業」を実現。当日は東京本社とオンラインで繋ぎ意見交換、
今後の可能性を感じた。

◆「株式会社テラスカイ」 上越サテライトオフィス （本町6丁目）
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私の思い 　２０２１年も、あと少しで終わろうとしています。私にとってもこの一年は激動の年で、忘れることので
きない年になりました。同僚同期の田中聡議員が４月に亡くなり、村山市政３期１２年が終わり、そして

いよいよ新市長が誕生し、新たな上越市の市政運営が始まりました。 市長が変わっても、
私のやることは変わりません。今後も地域の皆様と共に考え、連携し、信念をもち、
地域を盛り上げていきたいと思います。今後とも宜しくお願いいたします。
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令和3年11月7日

コロナ禍の中、県内者限定100人で、
2年ぶりの開催、24㎞完走

★越後謙信きき酒マラソン2021 参加
令和３年11月8日

★上越三市議会議員合同研修会
令和3年11月12日

★保倉川放水路議員連盟・視察

★議会報告会・意見交換会、開催

★秋の「あいさつ運動」実施

令和3年10月24日

2年ぶりの開催で、手作りの
文化祭は地域の魅力いっぱい

★浦川原「手作りの小さな文化祭」
令和3年10月29日

★浦川原運動広場「さようなら」
令和3年11月6日 浦川原会場

令和3年7月15日

今年度は「清里中学校」生徒の皆さんが
議員となり議会を体験 

★中学生・模擬議会を開催
令和3年10月10日

★安塚「秋の灯ろうまつり」
令和3年10月15日

雪だるま物産館「ユキノハコ」に
灯ろうを飾り盛り上げている 

浦川原小中学校と青少年育成会と
地域の「オール浦川原」で実施

令和3年

秋号
（11月）

★１２年ぶりに新しい市長が決まり動き出す！
　令和３年１０月３１日に「上越市長選挙」並びに「上越市議会議員補欠選挙」が行われました。
選挙当日は「衆議院選挙」も重なるトリプル選挙となり、投票率は６６．０９％（前回＋１．７５）で、市民の
皆さんの関心も少し上がりました。そして投開票の結果、新市長に「中川幹太」氏、上越市議会議員に
「木南和也」氏が当選されました。 
 １１月９日より新市長による新たな市政がスタートしました。今後も上越市議会議員として、新たな気
持ちで新市長に向き合い、上越市発展のために取り組んでいきます。 
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写真は私の地元・浦川原区「月影の郷」。今年も秋が深まり、外で最後のサッカー練習。冬が近づいてきました。写真は私の地元・浦川原区「月影の郷」。今年も秋が深まり、外で最後のサッカー練習。冬が近づいてきました。

★上越市議会「会派再編」 ※11月13日より

石田裕一が議員としてどのような仕事をしているのかを知っていただき、
市政に関心を持っていただきたいと思っています。

今年度で廃止、最後の練習で感謝
「さよならナイター＆ありがとう」

(11/6)浦川原、(11/8)大潟、(11/9)中郷、
(11/10)名立の４会場で開催 

保倉川放水路の概略ルートを、
早期促進を求めて初の現地視察

私の所属する会派「みらい」は１名減の７名になりました。 
1名欠員だった議員は補欠選挙で補充されて３２名となり、新たな会派構成で、上越市議会も動きだします。
これから新市長の市政に１２月定例会から向き合っていきます。 

◆新しい【会派構成】
　● 「みらい」（７名）

　● 新「政新クラブ」（７名）

　● 新「久比岐野」（６名）

　● 「創風」（５名）
　●「日本共産党議員団」（３名）
　● 「公明党」（２名）
　● 「無所属」（２名）
　※「輝」、「市民クラブ」は解散

石田裕一、宮川大樹、本山正人、波多野一夫、高橋浩輔 
高山ゆう子、中土井かおる 
栗田英明、牧田正樹、丸山章、鈴木めぐみ、こんどう彰治
滝沢一成、小林和孝 
橋本洋一、渡邉隆、安田佳世、江口修一、ストラットン恵美子 
木南和也（新人） 
武藤正信、池田尚江、宮﨑朋子、小山よう子、大島洋一
橋爪法一、上野公悦、平良木哲也
山田忠晴、杉田勝典 
宮越馨、飯塚義隆  

糸魚川市議会担当でzoom研修 
「えちごトキめき鉄道（株）」鳥塚社長から学ぶ


